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歯科矯正学講座 Department of Orthodontics 
１．所属構成員等 
教 授 新井 一仁 
助 教 鈴木 章弘，栃木 啓佑，佐是奈織美，秋山宗太郎 
臨 床 研 究 生 塩谷 翔太，生駒 美沙 
客 員 教 授 大野 粛英，近藤 悦子 
客 員 准 教 授 中村 俊弘 
非 常 勤 講 師 隅田 能英，堂  信夫，藤城 康二，清水 秀彦，菊池  薫， 
上保  基，大坪 邦彦，織田聰一郎，新谷まきは，大野由希粛， 
秦  響子，渡辺 和也，星野  亨 
大 学 院 生 幸田 隆史，川嶋 優花，佐藤 絢香，松村 嘉子，矢部 愛子， 
加藤万紀子，舘 晶彦，馬場 龍一 
聴 講 生 矢沢  貴，清水莉子，鈴木 美穂，能勢なつみ 
２．研究テーマ 
1）歯列弓形態の三次元的分析 Three-dimensional morphometric analysis of dental arch form．
2）プリアジャステッド・アプライアンスのメカニクスに関する臨床的研究 Clinical study in
treatment mechanics of preadjusted appliances．
3）矯正歯科治療における咀嚼運動の三次元 6 自由度分析 Chewing movement and orthodontic
treatment in three-dimensional and six-degree of freedom．
4）不正咬合の人類学的研究 Anthropological study of malocclusion．
5）歯の異常の遺伝的背景 Genetic origin of dental anomalies．
6）矯正力の三次元バイオメカニクス Three-dimensional biomechanics of orthodontic force．
３．今年度の研究上の特記すべき事項 
1） 第２回日本矯正歯科学会論文賞，鈴木章弘，新井一仁，織田育世，2018年 11月１日，Mandibular
dental-basal arch form relationship in skeletal Class III patients with mandibular prognathism．
４．学位取得者 
1） 幸田隆史,ステンレススチール製プリフォームドアーチワイヤーの正常歯列弓形態に対する水平
的調整量の評価，平成 30年 5月 23日, 日本歯科大学．
５．主催学会等 
1）第 77回日本矯正歯科学会・第 7回日韓ジョイントミーティング，パシフィコ横浜，2018年 10月
30-11月１日，新井一仁．
６．国際交流状況 
1） Professor Thomas Fischer（Assistant Clinical Professor，Department of Orthodontics, Tufts University,
School of Dentistry，Boston, Massachusetts, United States）による講演会を歯科矯正学講座内にて大
学院生を主な対象として開催．演題「Smile Analysis in Orthodontics」（2017年 4月 7日）
2） Professor Steven Jay Bowman（MSD，Adjunct Associate Professor at Saint Louis University，Clinical
Associate Professor at Case Western Reserve University, and an instructor at The University of Michigan,
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United States）による講演会を本館３階講堂において日本歯科大学歯科矯正学教室同門会会員お
よび歯科矯正学講座と大学院生を対象として開催．演題「Pushing back or moving forward: 
miniscrews simplified for Class III’s and II’s」（2017年 7月 6日） 
3） Professor Abdullah M. Aldrees（BDS，DMSc，Vice-Dean for Academic Affairs，Professor，Division of 
Orthodontics，Department of Pediatric Dentistry and Orthodontics，College of Dentistry，King Saud 
University，Riyadh, Saudi Arabia）による講演会を本館３階講堂において日本歯科大学歯科矯正学
教室同門会会員および歯科矯正学講座と大学院生を対象として開催．演題「Finishing in 
Orthodontics: What the Experts Say」（2017年 7月 7日） 
4） 新井一仁，織田聰一郎：Prof. Leslie A. Will and Dr. Matt R. Miner（米国，Department of Orthodontics，
Boston University）との共同研究，「歯列弓・歯槽基底弓形態の三次元的分析」，2001年～継続中． 
5） 新井一仁：Prof. Sheldon Peck（米国，University of North Carolina）との共同研究，「Japanese Angle 
Students from 1907 to 1926」，「Ethnic difference in orthodontics」，2006年～継続中． 
6） Arai K：Ambassador of the American Association of Orthodontists（AAO）（2014～）． 
7） Arai K，Ikoma M，Hata K：Research collaboration with Dr. Joseph Bouserhal and Professor Nayla Bassil-
Nassif，Saint Joseph University，Beirut，Lebanon，Join institution Perception in facial esthetics in 
orthodontics（March 2016～）． 
8） Arai K：Executive Board Member and By-Laws Committee Chair，Eastern Component of the Edward 
Hartley Angle Society of Orthodontists（March 2018～）． 
 
７．外部・学内研究費 
1） 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金），若手研究（B）（継続），平成 28～30 年度，ゲ
ル状磁気式触覚センサを応用した新たな歯根膜矯正力測定システムの開発，栃木啓佑（代表），
4,160,000円，平成 29年度 650,000円，平成 30年度 520,000円． 
 
８．研究業績 
Ａ．著 書 
1． 大野粛英（分担執筆）：ライフステージに応じたMFTの活用，18-21，山口秀晴，嘉ノ海龍三，高
橋治，橋本律子 編著，MFTアップデート ライフステージに合わせた口腔機能への対応, 医歯
薬出版株式会社，東京，2018，ISBN：978-4-263-44539-6．  
2． 大野粛英（分担執筆）：学齢期の口腔機能とMFT，70-71，山口秀晴，嘉ノ海龍三，高橋治，橋本
律子 編著，MFTアップデート ライフステージ 
3． 大野粛英（共著）：第 1章MFTの定義、歴史、舌癖の種類，１−9，第６章混合歯列を中心に，６
７−88，MFT臨床，山口秀晴，高橋治，橋本律子 監修，わかば出版，東京，2018，ISBN： 
978-4-898-24084-7.  
4． 大野由希粛（分担執筆）：付録 レッスンプログラム（舌小帯付着異常・低位舌・外科的矯正治
療），156-161，大野粛英，山口秀晴，嘉ノ海龍三，高橋治，橋本律子 編著，MFTアップデート 
ライフステージに合わせた口腔機能への対応, 医歯薬出版株式会社，東京，2018，ISBN：978-4-
263-44539-6．  
5． 新井一仁（分担執筆）：歯科矯正学 第 6版，237-247，器械的矯正装置，拡大装置，可撤式矯正
装置，飯田順一郎，葛西一貴，後藤滋己，末石研二，槇宏太郎，山城 隆 編，医歯薬出版株式
会社，東京，2019，ISBN: 978-4-263-45832-7 C3047. 
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Ｂ．原 著 
1. ＊Kawashima Y, Kure K, Arai K : Cephalometric characteristics of postorthodontic female patients with 
attractive and unattractive frontal posed smiles, ☆◎Angle Orthodontist, 2018 ; 88(6) : 797-805, doi : 
10.2319/092017-631.1.（学位論文） 
2. ＊Koda T, Saze N, Tochigi K, Arai K：Transverse adjustment of preformed stainless steel archwires to the 
dental arch form, 〇Orthodontic waves, 2018 ; 77(2) : 142-149, doi : 10.1016/j.odw.2018.04.002.（学位
論文） 
3. 小林さくら子， 土持 宇， 鈴木章弘， 新井一仁：日本歯科大学附属病院における過去 11 年間
の顎変形症治療の臨床統計的検討，〇東京矯正歯科学会雑誌 2018；28（1）：18-23． 
 
Ｃ．総説・解説 
１. 新井一仁：上顎前歯部に重度の叢生を伴う AngleⅠ級成人女性患者の頭蓋顔面の形態的特徴, 
Craniofacial morphology in women with Class I occlusion and severe maxillary anterior crowding, 英文
誌掲載論文紹介, 東京矯正歯科学会雑誌, 東京矯正歯科学会, 東京, 28 (1), 77, 2018. 
２． 新井一仁：日本歯科大学大学院生命歯学研究科 臨床系専攻 歯科矯正学，大学院報告，歯学
105春季特集号, 日本歯科大学歯学会, 東京, 93, 2018. 
 
 
Ｄ．報告（臨床・症例・研究・商業誌の総説や解説等）・紀要 
1． 鈴木章弘， 秋山宗太郎， 小林さくら子， 新井一仁：上下顎前歯部歯槽骨切り術を適用した AngleⅠ
級歯槽性上下顎前突症例，東京矯正歯科学会雑誌，2018；28（1）：36-41． 
2． 清水莉子， 清水秀彦， 鈴木章弘， 新井一仁：臼歯の固定源に苦慮した著しい上下顎前歯部の唇
側傾斜と叢生を伴う骨格性上下顎前突，東京矯正歯科学会雑誌，2018；28（1）：30-35． 
3． 織田聰一郎：貝原俊明 編，歯並びのお話し，学校保健，145：1−2，2019． 
 
Ｅ．翻 訳 
記載事項なし 
 
Ｆ．学術雑誌掲載講演抄録 
1． Shioya S, Arai K, Suzuki A, Akiyama S: The curve of Spee in Angle Class II Deepbite Malocclusion, The 
96th General Session of the IADR/Pan European Regional Congress, London, England, Program Book, 203, 
2018.  
2． Ikoma M, Arai K, Shioya S. Vertical positions of lateral Incisors and Canines in maxillary crowding, The 
96th General Session of the IADR/Pan European Regional Congress, London, England, Program Book, 203, 
2018. 
3． Tochigi K, Arai K, Saze N, Koda T, Tachi A: Comparison of Orthodontic Force at Apex between Different 
Tooth Movement, The 96th General Session of the IADR/Pan European Regional Congress, London, 
England, Program Book, 222, 2018. 
4． Saze N, Arai K, Tochigi K, Koda T, Tachi A : Correlation between the force from orthodontic archwires and 
archwire form, The 96th General Session of the IADR/Pan European Regional Congress, London, England, 
Program Book, 222, 2018. 
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5． 鈴木章弘，秋山宗太郎，矢部愛子，小林さくら子，新井一仁，藤城建樹：上下顎前歯部歯槽骨切
り術を適用した AngleⅠ級歯槽性上下顎前突症例，第 28回日本顎変形症学会総会・学術大会 プロ
グラム・抄録号，179，2018.  
6． 鈴木章弘，栃木啓佑，小林さくら子，加藤万紀子，新井一仁，藤城建樹：歯列弓の狭窄および著
しい叢生を伴う骨格性下顎前突症例，第 28回日本顎変形症学会総会・学術大会 プログラム・抄
録号，203，2018.  
7． 生駒美沙, 秋山宗太郎, 新井一仁：上顎犬歯低位唇側転位を有する AngleⅠ級成人女性患者の頭蓋
顔面の形態特徴, 東京矯歯誌, 28(2)：146, 2018. 
8． 今村嘉宣，羽坂勇司，大野粛英，斎藤眞旦，鈴木彰，鴨志田義功：Dr. St. G. Elliott離日後の足跡
について，日本歯科医史学会学術大会，東京ガーデンパレス，2018年 9月 29日.  
9． 大坪邦彦：臨床セミナー 下顎第二および第三大臼歯の重積状水平埋伏症例，第 77回日本矯正歯
科学会学術大会プログラム・抄録集，77 : 133，2018． 
10． 佐是奈織美，新井一仁，栃木啓佑，幸田隆史，舘晶彦 : 異なる形態のプリフォームドアーチワイ
ヤーによる各歯に加わる矯正力, 第 77 回日本矯正歯科学会大会プログラム・抄録集，77：200，
2018年． 
11． 矢部愛子, 生駒美沙, 幸田優花, 前田嘉子, 新井一仁：正貌スマイルの審美性の主観的評価にお
ける目元の重要性, 第 77回日本矯正歯科学会大会プログラム・抄録集，77：210，2018年. 
12． 幸田優花, 新井一仁, 呉 響子, 生駒美沙, 前田嘉子, 矢部愛子：審美的な正貌スマイルを持つ日
本人女性のセファロ分析における歯性の特徴，第 77回日本矯正歯科学会学術大会プログラム・
抄録集，77：212，2018． 
13． 栃木啓佑，新井一仁，佐是奈織美，幸田隆史，舘晶彦:歯の移動方向の違いにおける根尖部に加わ
る矯正力の比較，第 77回日本矯正歯科学会大会プログラム・抄録集，77：228，2018． 
14． 鈴木陽子，海老原康宏，小笠原法子，櫻井誠人，藤田浩嗣，今井なほこ，林澄令，黒田由紀子，
宮島理奈，大坪邦彦：直径 0.014 inchの丸型 Ni-Ti系合金ワイヤーの機械的特性とその臨床的位
置づけにおける一考察，第 77回日本矯正歯科学会学術大会プログラム・抄録集，77：228，2018． 
15． 秋山宗太郎，鈴木章弘，栃木啓佑，佐是奈織美，塩谷翔太，加藤万紀子，新井一仁：学生教育に
おける側面セファログラム計測精度に関する検討，第 77回日本矯正歯科学会大会プログラム・
抄録集，77：277，2018． 
16． 塩谷翔太，鈴木章弘，栃木啓佑，秋山宗太郎，佐是奈織美，加藤万紀子，新井一仁：学生教育に
おける側面セファログラム計測方法の違いによる精度に関する検討，第 77回日本矯正歯科学会
大会プログラム・抄録集，77：277，2018． 
17． 幸田隆史, 新井一仁, 栃木啓佑, 佐是奈織美, 舘晶彦：四次多項式を応用した歯列弓形態とプリフ
ォームド・ステンレススチール製アーチワイヤーの形態の比較, 第 77 回日本矯正歯科学会大会
プログラム・抄録集，77：290，2018年． 
18． 大野由希粛，橋本律子，山口史絵，大野粛英：当院におけるMFT指導中に行う口腔機能の評価
について，第 77回日本矯正歯科学会学術大会プログラム・抄録集，77：319，2018． 
19． 大坪邦彦，藤田浩嗣，今井なほこ，櫻井誠人，海老原康宏，林澄令，小笠原法子，宮島理奈，黒
田由紀子：歯周組織の破壊により歯の病的移動が起こっている患者に対して歯周‐矯正治療を行
った 1例，第 77回日本矯正歯科学会学術大会プログラム・抄録集，77：343，2018． 
20． 今井なほこ，大坪邦彦，海老原康宏，榎本慶子：Down症候群患者の小臼歯抜歯を伴う矯正治療
を超弾性型 Ni-Ti ワイヤーを用いて段階的に行った 1症例，第 35回日本障害者歯科学会総会お
よび学術大会プログラム・抄録集，39（3）：293，2018．  
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21． 幸田優花，呉響子，新井一仁：Characteristics of soft tissue morphologies by cephalometric analysis in 
Japanese female with esthetic frontal smile，日本歯科大学歯学会大会・総会 プログラム・抄録集，
32，2018年． 
22． 幸田隆史, 新井一仁, 栃木啓佑, 佐是奈織美, 舘晶彦：歯列弓形態に対する四次多項式曲線とプ
リフォームド・ステンレススチール製アーチワイヤーの形態の比較, 日本歯科大学歯学会第５回
歯学会ウインターミーティングプログラム・抄録集，21-22，2018年． 
23． 大野粛英，羽坂勇司，斎藤眞旦，鈴木彰，今村嘉宣：歯の神様・聖アポロニアの聖像画と祈祷文
を分析する，日本歯科医史学会誌，33（1）：24-36，2019． 
 
Ｇ．講 演 
（1） 特別講演・シンポジウム等での講演 
1. Kazuhito Arai : 招待講演 Preformed Archwires: Do They Match the Natural Diversity of the Dental 
Arch? , American Association of Orthodontists, ANNUAL SESSION 2018, Washington D.C. 2018年 5
月 2日（水）． 
2. 大坪邦彦：臨床セミナー1 下顎第二および第三大臼歯の重積状水平埋伏症例，第 77回日本矯正
歯科学会学術大会，パシフィコ横浜 国立大ホール，横浜市，2018年 10月 31日（水），9:10
～10:40． 
3. 大野粛英：特別公演 1 マルチバンド法導入期の矯正事情 ─Begg法・Jarabak法・MFT─，第
77回日本矯正歯科学会，パシフィコ横浜 国立大ホール，横浜市，2018年 11月 1日（木），
14:00～14:50． 
 
（2）講演会・研究会・研修会等での講演 
1． 新井一仁：日本歯科大学附属病院歯科医師臨床研修，平成 30年度 研修歯科医 講演，日本歯科
大学生命歯学部 100年記念館九段ホール，千代田区，2018年 4月 18日（水）． 
2． 渡辺和也：ストレートワイヤーエッジワイズシステムの臨床, 東京歯科大学歯科矯正学講座平成
30年度研修レクチャー，千代田区，2018年 5月 30日 
3． 新井一仁：八重歯の原因―コンフィデンスマン NGT―，新潟大学歯学部歯科矯正学同門会講演
会，新潟市，2018年 7月 8日（日）． 
4． 新井一仁：研究機器購入 視線計測システム・平成 29年度研究プロジェクト報告会，日本歯科
大学生命歯学部 100年記念館九段ホール，千代田区，2018年 7月 11日（水）． 
5． 新井一仁：“Yaeba”の研究，平成 30年度日本歯科大学大学院生命歯学研究科大学院セミナー，日
本歯科大学本館第２会議室，千代田区，2018年 7月 31日（火）． 
6． 渡辺和也：アライナーについて,日本歯科大学生命歯学部平成 30年度臨床セミナー, 千代田区，
2018年 9月 7日． 
7． 渡辺和也：ストレートワイヤーエッジワイズシステム・矯正実習（基礎）２日間コース, 松風矯
正セミナー, 株式会社松風東京支社 B1ホール, 文京区，2018年 11月 28〜29日，2019年 1月 30
〜31日． 
8． 渡辺和也：ストレートワイヤーエッジワイズシステムをもとに考える矯正歯科治療の効率化,中
日本矯正歯科医会特別講演, 名古屋市，2018年 12月 12日． 
9． 渡辺和也：矯正歯科治療をシンプルに考える, 慶應義塾大学医学部歯科口腔外科学講座臨床セミ
ナー, 新宿区，2019年 2月 20日． 
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